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◆
白
眉
は
衆
議
院
議
員
会
館
の
講
演
会

去
る
七
月
二
十
一
日
、
李
登
輝
元
総
統
が

昨
年
九
月
に
続
い
て
来
日
さ
れ
た
。
羽
田
空

港
に
、
本
会
会
員
ら
が
日
の
丸
の
小
旗
や
緑

の
台
湾
旗
で
歓
迎
す
る
中
、
お
元
気
な
様
子

で
降
り
立
た
れ
た
。

今
回
、
曾
文
恵
夫
人
は
体
調
を
崩
し
た
た

め
来
日
を
中
止
さ
れ
た
が
、
李
安
娜
、
李
安

妮
さ
ん
姉
妹
、
李
安
妮
さ
ん
夫
君
の
頼
國
洲

氏
、
若
く
し
て
癌
で
亡
く
な
っ
た
長
男
の
李

憲
文
氏
夫
人
の
張
月
雲
さ
ん
、
令
孫
の
李
坤

儀
さ
ん
の
五
人
を
伴
っ
て
来
日
さ
れ
た
。

総
統
を
退
任
し
て
か
ら
七
度
目
の
来
日
と

な
り
、
五
泊
六
日
の
充
実
し
た
日
程
を
こ
な

し
、
二
十
六
日
に
仙
台
空
港
か
ら
ご
家
族
と

と
も
に
元
気
に
帰
台
さ
れ
た
。

今
回
の
ご
来
日
の
白
眉
は
、
何
と
い
っ
て

も
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
講

演
会
で
あ
ろ
う
。
主
催
は
、
安
倍
内
閣
の
麻

生
太
郎
・
財
務
大
臣
と
下
村
博
文
・
文
部
科

学
大
臣
の
現
役
閣
僚
二
人
を
含
む
、
超
党
派

の
衆
参
国
会
議
員
四
十
人
が
発
起
人
と
な
っ

て
設
立
し
た
「
李
登
輝
先
生
の
講
演
を
実
現

す
る
国
会
議
員
の
会
」。
昭
和
四
十
七
年
九

月
に
日
台
が
断
交
し
て
以
来
、
日
本
の
国
会

議
員
が
台
湾
要
人
を
招
聘
す
る
の
は
初
め
て

で
あ
り
、
国
会
内
施
設
で
講
演
会
を
開
く
こ

と
も
初
め
て
だ
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
講
演
会
に
は
全

国
会
議
員
の
四
〇
・
七
％
に
当
る
二
百
九
十

二
人
が
出
席
、
秘
書
等
の
代
理
百
十
二
人
を

含
め
る
と
実
に
五
六
・
三
％
に
当
た
る
四
百

四
人
が
出
席
し
た
。

超
党
派
の
国
会
議
員
が
招
聘
し
て
実
現
し
た
断
交
後
初
の
講
演
会

歴
史
を
画
す
李
元
総
統
七
度
目
の
ご
来
日柚ゆ

原は
ら

　
正ま
さ

敬た
か

常
務
理
事
・
事
務
局
長

全議員の40.7％に当たる292人もの国会議員が参加して
開催された李登輝元総統の特別講演会（衆議院第 1議員
会館、 7月22日）
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七
月
二
十
二
日
の
講
演
会
当
日
、
李
元
総

統
は
宿
泊
先
の
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東

急
か
ら
車
に
乗
り
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

に
到
着
。
玄
関
で
待
ち
受
け
て
い
た
日
台
若

手
議
連
会
長
の
岸
信
夫
・
衆
議
院
議
員
が
控

室
へ
案
内
。
こ
こ
で
下
村
博
文
・
文
科
大
臣

な
ど
と
し
ば
し
歓
談
。
そ
れ
か
ら
岸
議
員
が

司
会
を
つ
と
め
る
講
演
会
に
臨
み
、「
台
湾

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
遷
」
と
題
し
て
話
さ
れ

た
（
本
誌
4
頁
参
照
）。

講
演
が
終
わ
る
や
、
な
ん
と
議
員
の
方
々

が
次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
し
始
め
た
。

音
楽
会
な
ど
で
は
よ
く
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
か
け
る
が
、
講
演
会
で
は

珍
し
い
。
国
民
を
代
表
す
る
国
会
議
員
が
惜

し
み
な
い
拍
手
を
送
り
続
け
た
の
だ
っ
た
。

◆
本
会
主
催
の
歓
迎
晩
餐
会

国
会
で
の
講
演
を
終
え
ら
れ
た
李
元
総
統

は
、
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
お
い

て
午
後
七
時
か
ら
開
か
れ
た
本
会
主
催
の
歓

迎
晩
餐
会
に
臨
ま
れ
た
。

王お
う

明め
い

理り

・
理
事
と
梅う
め

原は
ら

克か
つ

彦ひ
こ

・
常
務
理
事

の
Ｗ
司
会
で
始
め
ら
れ
た
晩
餐
会
に
は
約
二

百
人
が
集
い
、
ま
ず
本
会
を
代
表
し
て
川か
わ

村む
ら

純す
み

彦ひ
こ

・
副
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
渡

辺
利
夫
・
拓
大
総
長
と
葛か

西さ
い

敬よ
し

之ゆ
き

・
Ｊ
Ｒ
東

海
代
表
取
締
役
名
誉
会
長
が
来
賓
を
代
表
し

て
挨
拶
。
こ
れ
に
応
え
て
李
元
総
統
が
ご
挨

拶
（
12
頁
参
照
）。
引
き
続
き
、
作
家
の
曽

野
綾
子
さ
ん
が
花
束
を
贈
呈
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
日

本
語
学
校
名
誉
理
事
長
の
金
美
齢
さ
ん
に
乾

杯
の
発
声
を
い
た
だ
い
た
。

宴
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
岸
信

夫
・
衆
院
議
員
、
小
池
百
合
子
・
衆
院
議
員
、

池い
け

田だ

維た
だ
し・
元
交
流
協
会
台
北
事
務
所
代
表
、

秋
元
司
・
衆
院
議
員
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
門
田
隆
将
氏
が
次
々
と
挨
拶
。

し
か
し
、
国
会
講
演
を
こ
な
さ
れ
た
李
登

輝
元
総
統
は
さ
す
が
に
お
疲
れ
の
ご
様
子
。

本
来
は
こ
の
後
に
和
田
政
宗
・
参
院
議
員
と

江
口
克
彦
・
参
院
議
員
の
挨
拶
も
控
え
て
い

た
が
、
こ
こ
で
中
締
め
と
し
た
。

◆
日
本
外
国
人
特
派
員
協
会
で
記
者
会
見

七
月
二
十
三
日
に
は
、
日
本
外
国
特
派
員

協
会
が
李
元
総
統
を
招
い
て
記
者
会
見
を
開

催
し
た
。
会
場
後
方
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
フ
ジ
テ

レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
な
ど
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
二

十
台
ほ
ど
並
び
、
二
百
人
以
上
の
記
者
が
参

加
し
、
二
〇
〇
七
年
来
日
時
の
記
者
会
見
を

再
現
し
た
観
が
あ
り
、
ま
さ
に
壮
観
の
一
語

に
尽
き
た
。

冒
頭
、
李
元
総
統
は
「
台
湾
の
主
体
性
を

確
立
す
る
道
」
と
題
し
、
台
湾
は
大
中
華
思

想
と
い
う
ま
や
か
し
か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
新
し
い
時
代
の
台
湾
人
を
自
覚
す

る
こ
と
で
民
主
的
か
つ
自
由
な
台
湾
が
作
り

2007年来日に続く日本外国人特派員協会の記者会見では
台湾の来歴と現状について話し、安倍総理の手腕を高く
評価した（ 7月24日）
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上
げ
ら
れ
る
と
力
説
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
安
保
法
案
を
巡
る
質
問
に
は
、

ア
ジ
ア
の
平
和
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る

と
し
て
支
持
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
安
倍

総
理
の
手
腕
を
高
く
評
価
。
尖
閣
諸
島
の
領

有
権
を
め
ぐ
る
質
問
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
「
日
本
の
も
の
で
あ
り
、
台
湾
の
も
の
で

は
な
い
」
と
明
言
さ
れ
た
。

◆
最
先
端
の
放
射
線
癌
治
療
施
設
を
視
察

七
月
二
十
四
日
は
東
北
新
幹
線
に
乗
っ
て

郡
山
に
あ
る
、
二
〇
一
八
年
度
の
治
療
開
始

を
目
指
し
て
い
る
「
総
合
南
東
北
病
院
・
Ｂ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
（
ホ
ウ
素
中
性
子
補
足
療
法
）
研
究

セ
ン
タ
ー
」
へ
。

総
合
南
東
北
病
院
で
は
、
理
事
長
の
渡
邉

一
夫
氏
を
は
じ
め
、
瀬せ

戸と

晥か
ん

一い
ち

・
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

セ
ン
タ
ー
長
、
吉
本
高
志
・
最
高
顧
問
、
寺

西
寧
・
院
長
な
ど
が
出
迎
え
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
施

設
は
瀬
戸
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
長
が
説
明
し

な
が
ら
案
内
。
陽
子
線
や
重
粒
子
な
ど
の
放

射
線
治
療
に
詳
し
い
李
元
総
統
は
、
台
湾
で

は
癌
に
よ
る
死
者
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
や

自
身
の
大
腸
癌
の
経
験
を
挙
げ
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

の
台
湾
導
入
に
意
欲
を
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
実
際
の
治
療
に
使
用
予
定
の
加
速

器
な
ど
を
視
察
し
、
こ
れ
ま
で
の
治
療
法
と

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
治
療
法
の
違
い
や
治
療
費

な
ど
に
つ
い
て
質
問
、
瀬
戸
セ
ン
タ
ー
長
が

返
答
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
っ
た
。

◆
瑞
巌
寺
で
句
碑
を
参
観

総
合
南
東
北
病
院
を
後
に
し
た
李
元
総
統

は
仙
台
へ
。
仙
台
駅
で
は
本
会
宮
城
県
支
部

の
方
々
を
は
じ
め
、
百
人
を
超
え
る
人
々
が

手
に
手
に
日
の
丸
や
緑
の
台
湾
旗
を
持
っ
て

出
迎
え
た
。
こ
れ
に
は
李
元
総
統
も
満
面
に

笑
み
を
た
た
え
、
嬉
し
そ
う
に
手
を
振
っ
て

応
え
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

翌
二
十
五
日
は
松
島
へ
。
ま
ず
瑞ず
い

巌が
ん

寺じ

の

隣
に
位
置
す
る
円
通
院
に
て
昼
食
。
李
元
総

統
と
ご
昵
懇
の
江
口
克
彦
・
参
院
議
員
ご
夫

妻
や
宮
城
選
出
の
和
田
政
宗
・
参
院
議
員
な

ど
も
同
席
し
、
精
進
料
理
を
召
し
上
が
ら
れ

た
。
こ
の
松
島
行
き
に
は
、
本
会
の
梅
原
克

彦
常
務
理
事
の
差
配
に
よ
り
、
仙
台
厚
生
病

院
の
医
師
と
看
護
師
も
同
行
し
、
ま
た
万
一

に
備
え
て
救
急
車
も
同
行
し
て
い
た
。

食
事
を
終
え
ら
れ
た
李
元
総
統
一
行
は
、

徒
歩
で
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
瑞
巌
寺
境

総合南東北病院では、癌治療に関心を持
つ理由の一つとして、ご家族の写真を掲
げ「写っている祖父や両親など、私以外
は全員、癌で亡くなった」と説明された
（ 7月24日）

句碑建立はノーベル賞以上の栄誉だと挨拶し、山法師を
お手植えされた李登輝元総統（ 7月25日、瑞巌寺）
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内
へ
。
句
碑
の
周
り
は
落
石
防
止
の
工
事
中

だ
っ
た
が
、
フ
ェ
ン
ス
に
紅
白
の
幕
を
張
り

巡
ら
し
、
い
か
に
も
お
祝
い
の
式
典
と
い
う

雰
囲
気
の
中
、
相
沢
光
哉
・
日
台
親
善
協
会

会
長
、
瑞
巌
寺
の
吉よ
し

田だ

道ど
う

彦げ
ん

住
職
、
大お
お

橋は
し

健た
け

男お

・
松
島
町
長
な
ど
の
挨
拶
に
続
い
て
李
元

総
統
が
挨
拶
。
そ
の
後
、
関
係
者
と
句
碑
の

披
露
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
李
安
娜
さ
ん
、
李

安
妮
さ
ん
と
植
樹
式
に
臨
ま
れ
た
。
お
手
植

え
に
な
っ
た
木
は
日
本
原
産
の
山や
ま

法ぼ
う

師し

。

そ
の
後
、
聖
和
学
園
の
高
校
生
た
ち
が
野

点
で
李
元
総
統
一
行
を
も
て
な
し
、「
花
は

咲
く
」
な
ど
を
合
唱
し
て
歓
待
し
た
。

◆
宮
城
県
な
ど
が
主
催
し
歓
迎
の
夕
べ

こ
の
日
の
六
時
か
ら
は
、
宮
城
県
と
宮
城

県
日
台
親
善
協
会
、
そ
し
て
本
会
宮
城
県
支

部
の
共
催
に
よ
り
、
仙
台
勝
山
館
で
「
李
登

輝
先
生
を
歓
迎
す
る
夕
べ
」
が
開
か
れ
、
約

二
百
五
十
人
が
参
加
。
秋
田
や
青
森
か
ら
の

参
加
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

常と
き

盤わ

木ぎ

学
園
の
生
徒
た
ち
が
「
さ
く
ら
」

な
ど
を
合
唱
す
る
中
を
李
元
総
統
一
行
が
入

場
。
ま
ず
、
村む
ら

井い

嘉よ
し

浩ひ
ろ

・
知
事
が
歓
迎
の
挨

拶
を
述
べ
、
続
い
て
前
仙
台
市
長
の
梅
原
常

務
理
事
が
挨
拶
。
そ
れ
に
答
え
、
李
元
総
統

が
句
碑
建
立
へ
の
感
謝
の
念
を
表
し
た
。

乾
杯
は
、
仙
台
出
身
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
長

の
清せ
い

野の

智さ
と
し氏
。
盛
宴
の
中
、
和
楽
器
演
奏
や

各
界
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が
行
わ
れ
、
相

沢
光
哉
氏
が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
嶋
津
紀

夫
氏
が
三
本
締
め
で
締
め
く
く
っ
た
。

◆
千
年
希
望
の
丘
で
献
花

最
終
日
の
七
月
二
十
六
日
は
、
仙
台
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
と
ホ
テ
ル
内
で
昼
食
を

召
し
上
が
っ
た
後
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
一
つ
、
岩
沼
市
の
千
年
希
望
の
丘
へ
。

千
年
希
望
の
丘
で
は
、
菊き
く

地ち

啓ひ
ろ

夫お

・
岩
沼

市
長
や
、
こ
の
丘
を
造
成
し
た
井い

口ぐ
ち

経つ
ね

明あ
き

・

前
岩
沼
市
長
、
丘
の
造
成
に
協
力
し
た
輪
王

寺
住
職
の
日ひ

置お
き

道ど
う

隆り
ゅ
う氏
、
ま
た
被
災
者
の

方
々
が
待
っ
て
い
た
。

慰
霊
碑
の
前
ま
で
進
ん
だ
李
元
総
統
は
、

菊
地
市
長
が
打
ち
鳴
ら
し
た
鎮
魂
の
鐘
の
音

が
残
る
中
を
粛
々
と
献
花
。
そ
の
後
、
仮
設

テ
ン
ト
に
待
機
し
て
い
た
被
災
者
の
方
々
の

手
を
握
り
な
が
ら
「
大
変
だ
っ
た
と
思
う
が

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
」
と
励
ま
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
李
元
総
統
ご
一
行
は
仙
台
空
港

へ
。
空
港
に
は
村
井
知
事
夫
妻
が
お
見
送
り

に
来
て
い
て
、
貴
賓
室
で
一
時
間
ほ
ど
談
笑
。

そ
の
後
、
搭
乗
す
る
エ
バ
ー
航
空
機
に
向
か

わ
れ
る
と
、
は
か
ら
ず
も
「
李
登
輝
先
生
、

万
歳
」
の
声
が
挙
が
っ
た
。
万
歳
の
声
を
後

に
機
内
に
入
っ
て
行
か
れ
、
つ
つ
が
な
く
全

て
の
日
程
を
こ
な
し
て
帰
台
さ
れ
た
。

来日最終日、被災地の岩沼市にある千年希望の丘を訪れ
粛々と献花し、被災者の方々を励まされた（ 7月26日）


